
第５４６号 ２０１６年（平成２８年）３月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修（昭和44年10月14日第３種郵便物認可） （10）

し
い
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
る
の
が
夢
。
後
輩
に
良

い
刺
激
を
与
え
る
存
在
で
あ

り
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
学

年
。
奨
励
賞
は
代
表
者
の
み

掲
載
）。

【
学
部
長
賞
】
林
友
樹
（
４
）

沼
倉
昴（
４
）
浦
山
竜
弥（
４
）

村
田
真
奈
美
（
４
）伊
関
千
裕

（
３
）
藤
林
沙
羅（
３
）佐
藤
瑞

紀（
３
）牧
野
成
譲（
３
）
山
本

陽
野（
３
）佐
野
雅
也（
４
）
大

関
稔（
二
部
１
）
荒
木
琢
磨

（
４
）厚
谷
武
志（
４
）鈴
木
李

茄（
３
）田
添
健
汰（
２
）安
藤

み
な
み（
１
）入
江
真
子（
４
）

二
川
祥（
４
）大
當
祥
貴（
２
）

高
橋
風
子（
４
）
菊
池
小
巻

（
１
）
高
橋
礼（
２
）
原
田
駿

（
４
）中
村
倫
也（
３
）松
尾
侑

亮（
２
）松
井
涼（
２
）桑
山
裕

貴（
１
）

　
商
学
部
の
学
部
長
賞
表
彰

が
２
月
３
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
あ
っ
た
。
学
部
長
賞

に
27
人
が
、
学
部
長
奨
励
賞

に
は
４
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人

７
人
が
選
ば
れ
、
佐
々
木
重

人
学
部
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら

れ
た
。

　
学
部
長
賞
は
公
認
会
計
士

試
験
合
格
者
や
、
囲
碁
や
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
で
優
勝
し
た

選
手
な
ど
を
顕
彰
。
卓
球
の

全
日
本
選
手
権
混
合
ダ
ブ
ル

ス
で
優
勝
し
た
田
添
健
汰
さ

ん
（
２
年
次
）
は
「
道
は
厳

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
の
「
２
０
１
５
年
度

優
秀
論
文
発
表
会
」
が
３
月

12
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。

　
徳
田
賢
二
研
究
科
長
、
中

野
英
夫
教
授
、
院
生
ら
が
聴

講
す
る
な
か
、
４
人
が
論
文

の
概
要
を
報
告
。
ま
た
後
輩

に
向
け
、
論
文
の
書
き
方
や

執
筆
時
の
苦
労
な
ど
を
伝
え

た
。

◆
発
表
者
（
敬
称
略
、
カ
ッ

コ
内
は
専
修
科
目
・
指
導
教

授
）

▽
山
本
英
明
（
財
政
学
・
中

野
英
夫
）

▽
串
田
耕
一
（
財
政
学
・
中

野
英
夫
）

▽
作
村
寛
子
（
租
税
政
策
・

星
野
泉
）

▽
柳
下
真
英
（
租
税
政
策
・

原
田
博
夫
）

し
た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

４
月
か
ら
茨
城
県
警
察
官

に
。「
初
心
を
忘
れ
ず
信
頼

さ
れ
る
警
察
官
に
な
り
た

い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　
山
田
ゼ
ミ
後
輩
の
白
井
大

雅
さ
ん
（
法
３
）
の
論
文

「
失
火
責
任
法
と
工
作
物
責

任
の
関
係
に
つ
い
て
」
も

「
専
修
ゼ
ミ
連
論
集
」
の
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
２
人
の

論
文
は
『
専
修
ゼ
ミ
連
論

集
』
第
７
号
に
掲
載
、
同
図

書
館
の
ラ
ウ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合

会
が
募
集
す
る
『
専
修
ゼ
ミ

連
論
集
』
の
本
年
度
最
優
秀

賞
に
小
原
遙
一
さ
ん
（
法
４

・
山
田
創
一
ゼ
ミ
）
の
論
文

「
命
名
の
法
理
｜
子
の
命
名

権
と
改
名
の
『
正
当
な
事

由
』」
が
選
ば
れ
た
。

　
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
や
珍
奇

ネ
ー
ム
な
ど
奇
抜
な
名
前
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
小

原
さ
ん
は
法
の
視
点
か
ら
命

名
権
と
は
だ
れ
が
持
つ
権
利

な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合

　
商
学
部
・
渡
邊
隆
彦
ゼ
ミ

の
チ
ー
ム
が
株
式
学
習
コ
ン

テ
ス
ト
「
第
16
回
日
経
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」（
日
本
経

済
新
聞
社
主
催
）
に
入
選
し

た
。
鈴
木
涼
介
さ
ん
、
仲
林

寛
晃
さ
ん
、
小
川
智
さ
ん
、

水
谷
綾
汰
さ
ん
の
４
年
次
生

チ
ー
ム
で
、
仲
林
さ
ん
は
２

年
次
か
ら
同
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
、
３
年
連
続
入
選
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
。

　
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ

は
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
向
け
株
式
学
習
コ
ン
テ
ス

ト
。
独
自
に
テ
ー
マ
を
決
め

投
資
す
る
企
業
の
組
み
合
わ

せ
を
考
え
て
論
文
に
す
る
。

今
年
は
全
国
２
４
４
校
（
大

学
１
２
２
）
か
ら
１
４
２
９

チ
ー
ム
（
同
６
７
２
）
が
応

募
。
最
優
秀
賞
や
部
門
賞
な

ど
９
チ
ー
ム
の
ほ
か
80
チ
ー

ム
が
入
選
し
た
。

　
鈴
木
チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
は

「Innovation 
for 

Soci

ety

」。
停
滞
す
る
日
本
経
済

の
活
性
化
を
目
指
し
、
東
京

の
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
「
ア
ジ
ア

ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
ー
特
区
」

を
設
置
し
て
新
し
い
ヒ
ト
と

カ
ネ
を
集
め
よ
う
と
い
う
も

の
。
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
街

「
大
丸
有
（
大
手
町
・
丸
の

内
・
有
楽
町
）
エ
リ
ア
」
に

あ
る
大
林
組
、
ラ
イ
オ
ン
な

ど
を
投
資
企
業
に
選
ん
だ
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
鈴
木
さ
ん
は

「
ほ
ぼ
毎
週
大
丸
有
エ
リ
ア

を
歩
き
変
化
し
て
い
く
街
の

姿
を
見
て
き
た
」、
小
川
さ

ん
は
「
日
常
の
小
さ
な
変
化

に
も
気
づ
く
ア
ン
テ
ナ
が
大

事
」
と
足
を
使
っ
て
街
を
見

る
大
切
さ
を
挙
げ
た
。
ま
た

卒
業
後
は
北
海
道
に
Ｕ
タ
ー

ン
す
る
水
谷
さ
ん
は
「
実
体

験
で
得
た
こ
と
を
今
後
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

　
４
月
か
ら
医
薬
品
商
社
に

就
職
す
る
仲
林
さ
ん
は
「
ゼ

ミ
で
投
資
を
学
ぶ
こ
と
で
社

会
問
題
を
一
層
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

が
権
利
の
濫ら

ん

用よ
う

と
な
る
の
か

を
考
察
し
た
。

　
「
非
常
に
面
白
い
。
社
会

的
に
も
興
味
の
持
た
れ
て
い

る
テ
ー
マ
で
あ
る
」（
佐
々

木
和
夫
法
学
部
准
教
授
）、

「
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ

れ
な
か
っ
た
問
題
を
主
題
と

し
、
学
説
、
判
例
も
よ
く
読

み
こ
な
し
た
優
れ
た
論
考
」

（
内
藤
光
博
同
教
授
）
｜
｜

と
審
査
に
あ
た
っ
た
教
員
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
同
論
文
は
小
原
さ
ん
の
卒

論
と
し
て
完
成
。
山
田
ゼ
ミ

の
他
の
４
年
次
生
の
卒
論
と

と
も
に
合
本
さ
れ
（
総
４
９

８
㌻
）、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
図
書
館
自
由
閲
覧
室
に
配

架
さ
れ
た
。
山
田
ゼ
ミ
の
卒

論
合
本
は
本
年
度
で
13
号
と

な
る
。

　
小
原
さ
ん
は
「
山
田
ゼ
ミ

に
入
る
前
に
図
書
館
で
手
に

し
た
先
輩
た
ち
の
分
厚
い
卒

論
を
目
標
に
し
て
き
た
。
４

年
間
の
努
力
が
実
を
結
び
ま

　
優
れ
た
卒
論
を
書
き
上
げ

た
４
年
次
生
が
後
輩
ら
に
披

露
す
る
人
間
科
学
部
社
会
学

科
の
代
表
論
文
発
表
会
が
、

１
月
28
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
３
人
が
約

２
０
０
人
を
前
に
発
表
し

た
。

　
代
表
論
文
は
同
学
科
14
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員
が
審

査
。
３
つ
の
研
究
・
学
習
領

域
（
▽
文
化
・
シ
ス
テ
ム
▽

生
活
・
福
祉
▽
地
域
・
エ
リ

ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）
か
ら
１

作
ず
つ
を
選
ん
だ
。

　
「
プ
ロ
野
球
応
援
は
な
ぜ

盛
り
上
が
る
の
か
　
宗
教
と

い
う
観
点
か
ら
分
析
」
を
書

き
上
げ
た
川
幡
小
珠
美
さ
ん

（
川
上
周
三
ゼ
ミ
）
は
、
プ

ロ
野
球
の
ス
タ
ン
ド
で
の
熱

▲
　
論
文
を
発
表
す
る
作
村

さ
ん

狂
的
な
同
一
行
動
を
、
仏
社

会
学
者
Ｅ
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
の

宗
教
論
か
ら
説
い
た
。

　
「
高
齢
者
観
と
学
校
教

育
」
を
ま
と
め
た
佐
野
優
貴

さ
ん
（
馬
場
純
子
ゼ
ミ
）

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
将
来
の
担
い
手
と
な
る

子
ど
も
た
ち
に
「
高
齢
者

観
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
学

校
教
育
の
必
要
性
を
語
っ

た
。

　
最
後
に
登
場
し
た
池
田
和

希
さ
ん（
大
矢
根
淳
ゼ
ミ
）の

卒
論
「
柳
田
風
景
論
に
基

づ
き
解
釈
す
る
富
岡
町
民

（
強
制
避
難
対
象
者
）が
も
つ

『
さ
く
ら
』
と
『
浜
』
へ
の

想
い
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
た

生
活
の
選
択
肢
」
は
４
０
０

㌻
を
超
え
る
大
作
。
福
島
第

一
原
発
の
事
故
に
よ
り
故
郷

を
追
わ
れ
た
原
発
事
故
避
難

者
の
現
実
を
、
丹
念
な
聞
き

取
り
調
査
と
写
真
撮
影
で
す

く
い
取
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

発
表
に
テ
ィ
ナ
・
ヒ
ュ
ー
ゲ

ル
さ
ん(

特
別
聴
講
生)

、
古

俣
皐
月
さ
ん（
修
１
）
、
谷
優

希
さ
ん（
同
）が
講
評
し
た
。

（
池
田
さ
ん
の
卒
論
は
本
紙

前
号
で
既
報
）

小原さん（法４）の論文

『専修ゼミ連論集』最優秀賞に

「
命
名
の
法
理
｜
子
の
命
名
権
と
改
名
の
『
正
当
な
事
由
』
」

▼　左から水谷さん、 仲林さん、 小川さん、鈴木さん

日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ

３
年
連
続
入
選

商
・
渡
邊
ゼ
ミ
チ
ー
ム

３
人
が
後
輩
に「
卒
論
」披
露

社
会
学
科
代
表
論
文
発
表
会

学
部
長
賞

▲　会場の質問に答える川幡さん（中央）と

左・池田さん、右・佐野さん

▼　佐々木学部長から賞状を

贈られる田添さん（右）

【
学
部
長
奨
励
賞
】
櫻
井
康

弘
ゼ
ミ
（
魏
詩
丹
・
３
）
同

（
野
崎
麻
友
・
３
）奥
瀬
喜
之

ゼ
ミ（
加
藤
真
応
・
２
）渡
邊

隆
彦
ゼ
ミ（
仲
林
寛
晃
・
４
）

川
俣
美
慧（
３
）
佐
久
間
瞭

（
４
）前
川
結
子（
４
）齋
藤
涼

平（
３
）佐
藤
諒
也（
３
）吉
澤

和
恭（
３
）笹
澤
芳
香（
４
）

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
学
部
長
賞
表
彰
が
１
月
26

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

り
、
２
グ
ル
ー
プ
２
個
人
に

江
原
淳
学
部
長
が
賞
状
を
授

与
し
た
。
表
彰
式
に
は
１
年

次
生
約
２
０
０
人
も
参
加
。

受
賞
者
は
喜
び
の
言
葉
と
と

も
に
「
２
年
次
で
の
演
習
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
、
受

賞
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
１
年

次
生
に
向
け
て
語
っ
た
。

　
受
賞
者
と
授
賞
理
由
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
、
カ
ッ

コ
内
は
学
年
）。

　
▽
青
山
翔
音
、上
田
紘
久
、

竹
内
万
由
▽
河
原
崎
亮
、
井

口
拳
、
山
下
紗
世
、
佐
野
蔵

太
郎（
す
べ
て
３
）

第
６
回

か
な
が
わ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
映
像
祭
優

秀
賞
▽
宇
野
雅（
４
）

２
０

１
５
年
度
公
認
会
計
士
試
験

合
格
▽
中
嶋
健
介（
２
）

第

14
回
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
鳳
賞

商
学
部

27
人
が
受
賞

ネ
ッ
ト
情
報

２
グ
ル
ー
プ
２
人

▲　喜びを語るネットワーク

情報学部長賞の受賞者

優
秀
論
文
発
表
会

経
済
学
研
究
科

▲　左から山田教授、小原さん、白井さん。山田

教授の背後には歴代の山田ゼミの卒論合本が


